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［成果情報名］ 地球温暖化が野菜の栽培に与える影響を生産費に基づいて予測する 
［要約］ 野菜は品目と品種が多様であり、植物生理の側面から温暖化の影響を予測することが
難しい。そこで経済的な側面から影響予測を行う目的で、生産費と気温の関係を統計的に分析す
る。その結果、生産費と気温の関係には 3つのパターンが存在し、影響予測が可能となる。 
［キーワード］地球温暖化、影響予測、野菜栽培、生産費 
［所属］国際農林水産業研究センター 社会科学領域 
［分類］研究 B 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
［背景・ねらい］ 

気候変動への適切な対応策を検討するためには、気候変動が与えうる影響を事前に予測するこ
とが望ましい。穀物への影響予測は、その成長過程を再現する作物モデルを使って行われること
が多い。しかし野菜は品目と品種が多様であり、それらを網羅するような作物モデルの開発は難
しい。そこで作物モデルに代替する予測手法を開発する目的で、日本各地の野菜生産費と栽培環
境のデータセットを作成し、栽培期間の平均気温と生産費の関係を統計的に分析する。 
 
［成果の内容・特徴］ 

1. 統計分析の準備として、図 1 が示す仮説を設定する。これは生育適温から外れた環境では、
ハウス栽培に代表されるような環境への適応策が必要となり、それがシンプルな露地栽培に
比べて生産費を上昇させると考えられるためである。 

2. データセットから、正規確率プロット等で分析可能な品目を抽出した後、図 1 の仮説を回帰
分析で検証する。その結果、決定係数が比較的高く曲線形状も仮説に沿う品目（図 2）、決定
係数は比較的高いが形状は仮説と異なる品目（図 3）、そして決定係数が低い品目が確認され
る。それらをまとめ、図 4の 3つのパターンの補助仮説を導入した。 

3. 決定係数が比較的高い品目（図 2、3）について、生産費を構成する費目ごとに回帰分析を行
うと、肥料費、薬剤費、光熱動力費、種苗費、管理労働費に気温との関連が見られる。した
がって、これらが適温から外れた環境で生産を維持するために必要な費目と考えられる。 

4. 仮説に沿う品目（図 2）で、生産費が最小となる気温を確認すると、生育適温帯より低温側に
位置する例がある。費目別のデータからその理由を検討すると、包装運搬費や調整労働費等、
収穫後の品質保持対策に関係する費用が、生育適温下でも高い水準を示しており、生産費と
いう観点からは、生育適温での栽培が最適とは限らないことが示唆される。 

5. 気候変動による気温変化が野菜生産に与える影響は、図 4で示した生産費の曲線を特定化し、
その曲線に沿ったコスト変化として把握できる。 

 
［成果の活用面・留意点］ 

1. コスト変化を経済モデルに受け渡せば、地域や国への影響の波及も予測でき、適応策の評価
等にも応用できる。 

2. 本研究は日本のデータを利用しているが、手法は他の国・地域にも適用が可能である。 
3. 本研究は多くの野菜品目を分析対象とする必要性から、品種の違いを考慮せず、また栽培期
間の平均気温のみを栽培環境を示す変数と仮定している。品種別の分析、あるいは気温以外
の適切な変数の付加により、さらに適合度の高い曲線が推計されると考えられる。 

4. 生産費は品目別経営統計（農林水産省大臣官房統計部）、月平均気温は気象統計情報（気象庁）、
生育適温は生井ら（2003）『新版農業の基礎』（農山漁村文化協会）に基づく。 
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［具体的データ］ 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

［その他］ 
研究課題：地球温暖化が農林水産分野に与える経済的影響評価 
プログラム名： 開発途上地域の土壌、水、生物資源等の持続的な管理技術の開発 
予算区分：受託研究【気候変動対策】（農林水産省） 
研究期間：2012年度（2010～2014年度） 
研究担当者：小林慎太郎・古家淳・山本由紀代  
発表論文等： 小林・古家・山本ら (2013)，システム農学 29(1):11-22  
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図 4 気温と野菜生産費の関係 

補助仮説：気温と野菜生産費の関係には上
の 3つのパターンが存在する。 
植物生理の視点から考えると、今回利用し
たデータには含まれない高温帯では、パター
ン(ii)と(iii)でも生産費が増加傾向を示す可能
性がある。主産地以外での調査等からパター
ン(ii)(iii)の点線部分が推計されれば、気候変動
による気温変化の影響を、これらの曲線に沿
ったコスト変化として把握できる。 
パターン(iii)を示す品目には青ネギ、ニンジ
ン、ハクサイがある。生産費が一定であるこ
とは、農業被害が無いことを意味しない点に
は注意が必要である。 

図 1 気温と生産費の関係 
仮説：ある品目について、各地及び各作期の
栽培期間平均気温を横軸、生産費を縦軸に取る
と、生産費は生育適温から低温側あるいは高温
側に外れた領域で高く、生産適温帯で低くなる。
粗収益は生産費を上回るが、生産が増える生

育適温帯では、両者の差は小さくなると考えら
れる。 

図 2 仮説に似た反応の例（ホウレンソウ）

ホウレンソウの決定係数は比較的に高く、
曲線形状も図 1の仮説に似ている。しかし生
産費の最小値は生育適温より低温側にある。
同様のパターンにはシシトウ、施設ナスがあ
り、これらは図 4のパターン(i)にまとめられ
る。 

図 3 曲線形状が仮説と異なる例（トマト）

決定係数
0.555 

生育適温帯

トマトの決定係数は比較的に高いが、曲線の
形状は仮説と異なり、逓減部分のみが現れる。
同様のパターンにはキュウリ、スイカがあり、
これらは図 4のパターン(ii)にまとめられる。 
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